
（別紙３）

～ 2026年　3月　24日

（対象者数） 21 （回答者数）
13

～ 2026年　3月　24日

（対象者数） 13 （回答者数）
13

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2階の個別療育室をさらに活用する。

2

3

ワークシステムのブラッシュアップの為、毎月外部講師を呼

び研修会の実施を行っている。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

個別療育の部屋を活用し1つの部屋に多くの利用者が集まらな

いようにする。

グループ別の活動を各部屋で行っていく。

2

3ヵ月に1回など定期的な開催を目指し日程など決めていく。

3

SMSなどを活用し避難訓練を実施していることへの周知、ご

協力を強化していく。

アットホームな雰囲気を意識し、利用者が安心して活動できる

場所

事業所が1軒屋の為、家で過ごしている雰囲気を作りやすい

公共施設での活動 プール活動（公共施設利用）を通して体力向上・技術向上のみ

を求めず、他利用者への挨拶、施設従業員へのお礼など社会生

活で必要なスキルを習得できる。

身辺自立スキルの習得（着替え）

ワークシステムの導入 ASDの利用者への事業所の構造化、視覚的配慮を通してASD

利用者がストレスなく活動できる事業所運営

避難訓練の周知が出来ていない 年2回の避難訓練（火災・地震）を実施しているが保護者への

周知が出来ていなかった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所の広さ

利用者の体の成長で活動室が少し狭くなっている。

1軒屋の為、構造を変えることが出来ない。

ペアトレ等の実施が出来ていない。 ご家族の日程調整が難しい

2026年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　MIRACLE　STAR

○保護者評価実施期間
2026年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


